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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月26日(2011.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベクトル化処理対象画像を入力する画像入力工程と、
　前記ベクトル化処理対象画像の芯線を抽出する芯線抽出工程と、
　前記芯線抽出工程にて得られる芯線の画素毎に元の線幅を計算する線幅推定工程と、
　前記芯線抽出工程にて得られた芯線を交点及び端点間で区切った区間毎に、前記線幅推
定工程にて得られた芯線の画素毎の線幅値を用いて、等幅線を表しているか面図形を表し
ているかを判定する判定工程と、
　前記判定工程での判定結果に基づいて、前記ベクトル化処理対象画像から面図形を分離
する分離工程と、
　前記判定工程で等幅線と判定された芯線と、前記分離工程にて分離された面図形の輪郭
のそれぞれを関数近似する関数近似工程とを有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項２】
　前記芯線抽出工程は、細線化処理により芯線を抽出することを特徴とする請求項１に記
載の画像処理方法。
【請求項３】
　前記線幅推定工程は
　前記ベクトル化処理対象画像における各図形画素について、背景画素までの距離値に変
換する工程と、
　前記芯線の画素を順に注目芯線画素とし、当該注目芯線画素の周囲８近傍に位置する画
素の距離値の最大値を注目芯線画素の距離値に加算することで当該注目芯線画素の線幅を
推定する工程とからなることを特徴とする請求項１に記載の画像処理方法。
【請求項４】
　前記判定工程は
　前記区間毎に芯線の線幅値の分散を求める工程と、
　前記分散が閾値以下の場合に等幅線と判定する工程と、
　前記分散が閾値より大きい場合に面図形と判定する工程とからなることを特徴とする請
求項１に記載の画像処理方法。
【請求項５】
　前記判定工程で等幅線と判定した区間の芯線に対して線幅情報を推定し、推定した線幅



(2) JP 2009-271657 A5 2011.6.16

情報をベクトルデータに付与することを特徴とする請求項１に記載の画像処理方法。
【請求項６】
　前記分離工程は
　前記判定工程で等幅線と判定された区間の芯線に対して膨張処理する線膨張処理工程と
、
　前記判定工程で面図形と判定された区間の芯線に対して膨張処理する面膨張処理工程と
、
　前記ベクトル化処理対象画像と前記線膨張処理工程の結果との差分を求める差分算出工
程と、
　前記ベクトル化処理対象画像と前記面膨張処理工程の結果との論理積を求める論理積算
出工程と、
　前記差分算出工程の処理結果と前記論理積算出工程の処理結果との論理和を求める工程
とからなることを特徴とする請求項１に記載の画像処理方法。
【請求項７】
　ベクトル化処理対象画像を入力する画像入力手段と、
　前記ベクトル化処理対象画像の芯線を抽出する芯線抽出手段と、
　前記芯線抽出手段にて得られる芯線の画素毎に元の線幅を計算する線幅推定手段と、
　前記芯線抽出手段にて得られた芯線を交点及び端点間で区切った区間毎に、前記線幅推
定手段にて得られた芯線の画素毎の線幅値を用いて、等幅線を表しているか面図形を表し
ているかを判定する判定手段と、
　前記判定手段での判定結果に基づいて、前記ベクトル化処理対象画像から面図形を分離
する分離手段と、
　前記判定手段で等幅線と判定された芯線と、前記分離手段にて分離された面図形の輪郭
のそれぞれを関数近似する関数近似手段を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項８】
　前記芯線抽出手段は、細線化処理により芯線を抽出することを特徴とする請求項７に記
載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記線幅推定手段は
　前記ベクトル化処理対象画像における各図形画素について、背景画素までの距離値に変
換する手段と、
　前記芯線の画素を順に注目芯線画素とし、当該注目芯線画素の周囲８近傍に位置する画
素の距離値の最大値を注目芯線画素の距離値に加算することで前記注目芯線画素の線幅を
推定する手段とからなることを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記判定手段は
　前記区間毎に芯線の線幅値の分散を求める手段と、
　前記分散が閾値以下の場合に等幅線と判定する手段と、
　前記分散が閾値より大きい場合に面図形と判定する手段とからなることを特徴とする請
求項７に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記判定手段で等幅線と判定した区間の芯線に対して線幅情報を推定し、推定した線幅
情報をベクトルデータに付与することを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記分離手段は
　前記判定手段で等幅線と判定された区間の芯線に対して膨張処理する線膨張処理手段と
、
　前記判定手段で面図形と判定された区間の芯線に対して膨張処理する面膨張処理手段と
、
　前記ベクトル化処理対象画像と前記線膨張処理手段の結果との差分を求める差分算出手



(3) JP 2009-271657 A5 2011.6.16

段と、
　前記ベクトル化処理対象画像と前記面膨張処理手段の結果との論理積を求める論理積算
出手段と、
　前記差分算出手段の処理結果と前記論理積算出手段の処理結果との論理和を求める手段
とからなることを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　コンピュータを、前記請求項７～１２のいずれかに記載の画像処理装置として機能させ
ることを特徴とするプログラム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のプログラムを記憶したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　上記課題を解決するために、本発明の画像処理方法は、ベクトル化処理対象画像を入力
する画像入力工程と、前記ベクトル化処理対象画像の芯線を抽出する芯線抽出工程と、前
記芯線抽出工程にて得られる芯線の画素毎に元の線幅を計算する線幅推定工程と、前記芯
線抽出工程にて得られた芯線を交点及び端点間で区切った区間毎に、前記線幅推定工程に
て得られた芯線の画素毎の線幅値を用いて、等幅線を表しているか面図形を表しているか
を判定する判定工程と、前記判定工程での判定結果に基づいて、前記ベクトル化処理対象
画像から面図形を分離する分離工程と、前記判定工程で等幅線と判定された芯線と、前記
分離工程にて分離された面図形の輪郭のそれぞれを関数近似する関数近似工程とから構成
される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、本発明の画像処理装置は、ベクトル化処理対象画像を入力する画像入力手段と、
前記ベクトル化処理対象画像の芯線を抽出する芯線抽出手段と、前記芯線抽出手段にて得
られる芯線の画素毎に元の線幅を計算する線幅推定手段と、前記芯線抽出手段にて得られ
た芯線を交点及び端点間で区切った区間毎に、前記線幅推定手段にて得られた芯線の画素
毎の線幅値を用いて、等幅線を表しているか面図形を表しているかを判定する判定手段と
、前記判定手段での判定結果に基づいて、前記ベクトル化処理対象画像から面図形を分離
する分離手段と、前記判定手段で等幅線と判定された芯線と、前記分離手段にて分離され
た面図形の輪郭のそれぞれを関数近似する関数近似手段とから構成される。
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